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豊岡市ゆかりの芸術家作品展2013
～とよおかが生んだ芸術家たち～

〔会期　6月１日（土）～7月7日（日）〕

　豊岡市出身の芸術家６人の作品展を開催します。
　郷土を愛した芸術家は豊岡のみならず、日本美術
界、海外においても高い功績と評価を受けています。
　この機会に、ぜひ、豊岡を代表する先人たちの作
品をご観覧ください。
▽会　場　伊藤清永美術館（出石町内町98）

　出石町下谷に生まれ、日
展と白日会を中心に活躍し
た文化勲章受章の画家で
す。
　1989年に開館した伊藤清
永美術館は、画伯の功績を
顕彰する豊岡市内唯一の美
術館となっています。

　城南町に生まれ、第15回
独立美術協会展で独立賞を
受賞し、独立美術協会員と
して活躍した画家です。
　豊岡の自然を背景にした
叙情的な油彩画から、布に
よるコラージュや鉄を使っ
た前衛的な制作に移行しま
した。

　日高町江原に生まれ、４
歳のころ、豊岡町（現豊岡
市）に移住。画壇のみなら
ず版画家としても活躍し、
日本版画協会会員として日
本美術界に貢献しました。
　その作品には但馬で暮ら
してきた但馬イズムが見事
に融合されています。

　小田井町に生まれ、京都
日本画壇の隆盛に貢献した
紺綬褒章受章の画家です。
　その作品は写生を重視
し、一貫して風景画に取り
組みました。自然の真実の
相を見事に捉え、風景その
ものが作家の心情を発露し
ています。

　中央町に生まれ、関西独
立美術展で最高賞の関西独
立賞を受賞し、日本美術界
に貢献しました。
　その作品は鋭い感覚と大
胆なタッチで描かれ、内面
にある苦渋と滑稽と真

しん
摯
し
と

繊弱な外貌に秘めた激情の
融合がうかがわれます。

　日高町栗山に生まれ、活
躍の場は国内のみならず、
フランスのル・サロンやサ
ロン・ドートンヌなどで入
選を重ね、ル・サロンでは
永久会員となりました。
　光を巧みに使用した静

せい
謐
ひつ

感あふれる作品が多く見ら
れます。

伊藤清永（いとう きよなが）
【1911年－2001年】

杢田たけを（もくた　たけを）
【1910年－1987年】

河原英雄（かわはら　ひでお）
【1911年－2005年】

加藤美代三（かとう　みよぞう）
【1912年－2012年】

後藤孝三（ごとう　こうぞう）
【1910年－1973年】

稲垣久治（いながき　ひさじ）
【1919年－1990年】

マジョリカ壺のバラ

扁照86-白と黒A

飼育の人

霽
は
れゆく

旅芸人

パリオペラ座

▽開館時間　午前９時30分～午後５時（入館は午後
４時30分まで、水曜日休館）

▽入観料　一般　300円、65歳以上・身体障害者・
大学生・高校生　150円、小・中学生　
無料

《問合せ》文化振興課☎23－1160
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「
受
動
喫
煙
の
防
止
等
に
関
す

る
条
例
」を
ご
存
じ
で
す
か
。

　

こ
れ
は
兵
庫
県
で
今
年
4
月
1

日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

た
ば
こ
の
煙
に
よ
っ
て
周
り
の
人

が
受
け
る
、
健
康
へ
の
悪
影
響
を

防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
な
ぜ「
受
動
喫
煙
」は

　
問
題
な
の
？

　
「
受
動
喫
煙
」と
は
、
自
分
の
意

思
に
か
か
わ
ら
ず
、
周
囲
の
喫
煙

者
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

た
ば
こ
に
は
、
ニ
コ
チ
ン
な
ど
の

有
害
物
質
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
喫
煙
者
が
直
接
吸
い
込
む
煙

　

平
成
23
年
度
か
ら
整
備
を
進
め

て
い
ま
し
た「
豊
岡
防
災
公
園
」が

竣
工
し
ま
し
た
。

　

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
名
称　

豊
岡
防
災
公
園

▽
目
的

①
災
害
時
に
迅
速
か
つ
適
切
な
対

応
を
行
う
た
め
、
緊
急
車
両
の

駐
車
ス
ペ
ー
ス
お
よ
び
各
種
物

資
の
集
積
場
の
確
保
な
ど
を
行

う
②
医
師
や
救
急
救
命
士
な
ど
が
い

ち
早
く
負
傷
者
の
重
傷
度
・
緊

急
度
を
判
断
す
る
ト
リ
ア
ー
ジ

ポ
ス
ト
を
設
置
す
る　

※
平
時
は
公
用
車
駐
車
場
と
し
て

利
用（
新
庁
舎
屋
外
整
備
工
事

期
間
中
は
半
分
程
度
を
来
庁
者

駐
車
場
と
す
る
）

▽
施
設
概
要

①
所
在
地　

豊
岡
市
泉
町
8
番
29

号
②
敷
地
面
積　

2
9
0
1
・
5
平

方
メ
ー
ト
ル

③
主
な
施
設

ア
防
災
備
蓄
倉
庫　

1
棟

　

保
存
水
、
ア
ル
フ
ァ
化
米
な
ど

を
保
存

イ
車
庫
棟（
車
両
管
理
室
・
公
用

車
車
庫
・
防
災
資
機
材
庫
）1

棟
※
屋
根
に
太
陽
光
パ
ネ
ル（
3
・

22
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）を
整
備

ウ
駐
車
場　

63
台（
他
に
車
庫
棟

内
に
2
台
）

エ
便
所
棟　

1
棟

　

4
月
1
日
に
供
用
開
始

オ
街
路
灯　

6
灯（
う
ち
2
灯
は
、

太
陽
光
パ
ネ
ル
付
き
）

④
総
事
業
費　

約
4
億
2
5
0
0 

万
円

《
問
合
せ
》
健
康
増
進
課
☎
24

1
1
2
7

《
問
合
せ
》
総
務
課
☎
23

1
1
1
6

よ
り
も
、
た
ば
こ
か
ら
立
ち
の
ぼ

る
煙
の
方
が
、
有
害
物
質
の
含
ま

れ
る
量
が
多
い
た
め
、
周
り
の
人

に
ま
で
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

■
周
囲
へ
思
い
や
り
を
!!

　

喫
煙
す
る
方
は
、
家
族
や
周
り

の
方
が
た
ば
こ

の
煙
を
吸
わ
な

い
よ
う
に
配
慮

す
る
と
と
も
に
、

歩
き
た
ば
こ
や
、

ポ
イ
捨
て
を
し

な
い
よ
う
に
環
境
に
も
思
い
や
り

を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　

日
本
で
は
、
5
月
31
日
か
ら
6

月
6
日
ま
で
の
1
週
間
を
、「
禁
煙

週
間
」と
し
て
い
ま
す
。
自
分
自

身
の
健
康
の
た
め
に
も
、
こ
の
機

会
に
禁
煙
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
体

力
の
回
復
や
肌
の
状
態
の
改
善
な

ど
、
メ
リ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
記
事

も
参
考
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

5
月
31
日
は「

世
界
禁
煙
デ
ー
」

◆
一
般
の
部

文
化
で
も
資
源
が
無
駄
に
過
包
装

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
愛
賽
家
）

裂
織
や
刺
子
に
見
え
る
ち
え
の
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
川
昌
子
）

モ
ノ
よ
り
も
コ
コ
ロ
あ
ふ
れ
る
家

に
し
よ
う　
　
　
　
（
奥
田
雅
信
）

も
っ
た
い
な
い
言
葉
ひ
と
つ
が
手

を
繋
ぐ　
　
　
　
　
（
尾
﨑
米
子
）

寝
る
父
の
前
で
テ
レ
ビ
の
独
り
言

　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
田
道
夫
）

こ
の
運
動
広
め
な
け
れ
ば
も
っ
た

い
な
い　
　
　
　
　
（
ワ
ン
マ
ン
）

再
利
用
知
恵
と
工
夫
で
生
き
返
る

（
小
田
中
準
一
）

捨
て
き
れ
ず
で
も
置
い
て
る
場
所

こ
そ
モ
ッ
タ
イ
ナ
イ　
（
小
野
篁
）

◆
高
校
生
以
下
の
部

顔
だ
せ
ば
ま
だ
ま
だ
消
せ
る
消
し

ゴ
ム
だ　
　
　
　
　
（
興
津
美
紅
）

一
枚
ず
つ
と
ろ
う
よ
箱
の
テ
ィ
ッ

シ
ュ
た
ち　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

消
費
切
れ
に
お
い
が
よ
け
れ
ば
延

長
だ　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

も
っ
た
い
な
い
忘
れ
た
ま
ま
の
参

考
書　
　
　
　
　
　
（
も
っ
た
ん
）

も
っ
た
い
な
い
川
柳

応
募
作
品
紹
介

（
氏
名
ま
た
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
･

敬
称
略
）

『
受
動
喫
煙
』防
止
の
輪
を

広
げ
よ
う

「
豊
岡
防
災
公
園
」竣
工
！

有害物質の量がより多い！

喫煙者が吸う煙 周りの人が吸う煙

▲豊岡防災公園（手前建物：便所棟）


